
現在
（環境認識） サステナビリティ方針 

現状とのギャップを
埋めるための戦略

未来へつなごう「元気と、かがやき」

経営理念
流通価値の創造を通じて
人々の健康と社会の発展に

貢献します。

2027
メディパル
中期ビジョン ありたい姿

「医療と健康、美」を
広げ、支え、つなぐ

ありたい姿から
バックキャスト

健康応援
オーケストラ

「2027メディパル中期ビジョン ～たゆまぬ変革を～」は、
「医療と健康、美」の事業フィールドでさまざまな可能性を追求し、メディパルグ
ループの「ありたい姿」を実現していくための戦略を描いたものです。

本中期ビジョンの実現に向けて、新規事
業、医療機器・試薬事業、アグロ・フーズ
事業を重点事業としました。重点事業へ
経営資源を集中的に投下することで、経常
利益構成比を2022年3月期の約30％か
ら2027年3月期には50％近くまで伸ば
し、経常利益1,000億円をめざします。ま
た、グループ最大の規模であり、人々の生
活に欠かすことのできない商品を安定的
にお届けするという医療用医薬品等卸売
事業と化粧品・日用品、一般用医薬品卸
売事業は基盤事業として、付加価値や生
産性をさらに高めながら、成長させていき
ます。

主要財務指標

成長戦略を通じたESG課題解決
成長戦略の実行においてESG課題の解決を着実に遂行していくために、中長期目標を設定。

事業ポートフォリオのシフトと
パートナーとの協働で変革・成長する

1  海外への進出
2  予防・未病、アグロ・フーズ領域の事業拡大
3  デジタルを活用したビジネス基盤の強化
4  持続可能な流通の構築
5  地域医療における価値共創

成長戦略の基盤となるの
は、人材戦略と財務戦略で
す。各戦略の実行を通じて
社会価値・顧客価値を創
造し、当社グループの持続
的成長をめざします。

事業ポートフォリオのシフトとパートナーとの協
働によって、5つの成長戦略を展開していきます。

脱炭素への
取組み

〈温室効果ガス排出量※4削減目標〉
2030年度

50％削減（2020年度比）
2050年度

カーボンニュートラル

※4 Scope 1（自社の燃料使用に伴う排出）＋Scope 2（自社の電力使用に伴う排出）※1 各事業間の内部取引の消去等により、連結の経常利益額は、円グラフの基盤事業と重点事業の合計額と一致しません。
※2 ＰＡＬＴＡＣ事業の計画数値については、（株）ＰＡＬＴＡＣが現在開示している中期経営計画をもとに、過去の業績推移等を活用し、合理的に算定した数値となります。

※3 2023年5月12日に取締役会にて決議した「資本政策に関する基本方針」に基づき、内容を更新しています。

ダイバーシティ＆
インクルージョンの推進

〈女性活躍推進目標〉
2030年度

管理職に占める女性割合
20％以上

健全で透明性の高い
企業経営

コンプライアンスに関する
研修の拡充

グループ会社に対応した
ガバナンス体制の構築

環境 社会 企業統治

項目 目標

総合収益性
ROE 5年後に9%

経常利益額 5年後に1,000億円

投資 成長投資 5年間で1,000億円

株主還元 総還元性向 5年間累計で40％※3

メディセオ事業

+245
（うち新規事業+109）

アグロ･
フーズ
事業

+100

ＰＡＬＴＡＣ
事業

+35

重点事業を構成比で約50％、経常利益1,000億円をめざす

医薬品
144億円
（23%）

医薬品
210億円
（21%）

新規事業
91億円
（15%）

新規事業
200億円
（20%）

医療器･試薬
63億円
（10%）

医療器･
試薬

140億円
（14%）

アグロ･フーズ事業
27億円
（5%）

アグロ･フーズ
事業

130億円
（13%）

ＰＡＬＴＡＣ
事業※2
286億円
（47%）

ＰＡＬＴＡＣ
事業※2
320億円
（32%）

2022年3月期
 620億円※1

2027年3月期

1,000億円
（億円）

2022年
3月期
経常利益

生産性
向上

海外への
進出

デジタル 持続可能な
流通

地域
医療

予防・未病
領域

アグロ・
フーズ

ＰＡＬＴＡＣ 2027年
3月期
経常利益

620

60
30

40 20 15

80

100
35 1,000

重点事業
181億円
（30%）

重点事業
470億円
（47%）

基盤事業
430億円
（70%）

基盤事業
530億円
（53%）

+380億円

重点事業 +285

成長戦略別の利益成長（経常利益）
重点事業を伸ばすため、成長戦略を実行する。

人材戦略 財務戦略

2027メディパル中期ビジョン

中期ビジョンの位置づけ

事業ポートフォリオのシフト 経営目標

全体成長イメージ

～たゆまぬ変革を～

中期ビジョン基本方針
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当社グループの有する高度な
流通ノウハウを活かし、パート
ナーとの連携による新たなグ
ローバルビジネスに挑戦します。

人々の健康増進や医療の効率化をめざし、ヘルスケアのデジタルプラットフォーム構築と収益化を進めていきます。

ニーズが高まっていく予
防・未病領域に資源を投下
し、最先端の検査機器・試
薬など、取扱商品の拡大を
進めていきます。

グローバルビジネスの展開に向けた取組み
ＪＣＲファーマ（株）と超希少疾病領域のグローバルな新薬開発に向けた協業

2022年10月、当社はＪＣＲファーマ（株）と、ライソゾーム病の中でも超希少疾病を対象疾病とする4つの新薬候補物質
（以下、対象物質という）の、日本を除く全世界における事業化に関する独占的交渉権付与に関する覚書（以下、本覚書とい
う）を締結しました。また、本覚書に基づき、両社は対象物質のうちフコシドーシスを対象疾患とする物質に関する実施許諾
契約をあわせて締結しました。今後は、世界中の治療薬を待ち望む人々のために、グローバルな研究開発を進めていきます。

国内トップレベルのデジタルプラットフォーム構築に向けた取組み
パートナー企業と当社グループが有する経営資源を組み合わせ医療DX（デジタルトランスフォーメーション）を始動

フーズ領域における事業基盤の拡大
MP五協フード&ケミカル（株）※2の全株式を取得
※2 住友ファーマフード＆ケミカル（株）から商号を変更（2023年4月1日付）

2023年３月、住友ファーマフード＆ケミカル（株）の全株式を取得し、完全子会社としました。同社が自社にて研究開発し
た天然由来の多糖類やヘルシーな機能性素材などの競争力のある製品と、当社グループが有する広範な流通ネットワーク
の活用により、予防・未病領域における高いシナジーが期待できるものと考えています。当社グループはMP五協フード＆ケ
ミカル（株）のグループインにより、両社の事業価値を新たに創造し、より多くの人々にその価値を提供していきます。

薬局：対物から対人業務

治療診断検査予防・未病

５Gを活用した
デジタルヘルスIoT

POC検査
（抗原検査キットなど）

オーダーメイド医療
（遺伝子検査など）

による検査

VR画像を駆使した
手術

ロボット技術を活用した
手術装置

口腔ケア 認知機能チェックで
認知症早期発見

AI機能を搭載した
検査機器

遠隔読影による
診断支援

電子薬歴 自動
ピッキング
システム

監査
システム

子育てDX（小児予防接種）
予診票のデジタル化、公費請求のデジタル化
「母子モ」を520以上の自治体に導入済み（2023年3月末現在）
● 情報の集約・整理、分析により、子育て世帯の利便性向上に貢献
● 収益化する仕組みの構築

かかりつけ医DX
（株）レイヤードへの出資およびDX商材の拡大
2023年1月CVCファンドを通じて出資
● かかりつけ医の医療DXを支援
● クリニックの業務効率化と利便性向上に貢献

コンパニオンアニマル※1

関連商品や食品加工原材
料等に関わる事業をさらに
強化・拡大します。
※1 コンパニオンアニマル：

 伴侶動物とも表現され、日常生活の 
 中で人とより密接な関係を保つような
 動物

予防・未病領域の
事業拡大

アグロ・フーズ領域の
事業拡大

▲  

2023年3月期の主な取組み

母子手帳アプリ
 「母子モ」

クラウド電子薬歴
「Solamichi」

手術支援
ロボット

医療支援
サービス

ヘルスケア
領域

動物用医薬品
Web発注

女性と医師を
つなぐサービス

「ルナルナ メディコ」

自治体 調剤薬局

エムティーアイグループ 最先端医療 Eコマース

病院等 動物病院等産婦人科

協業によるデジタル技術を活用した事業の収益化

子育てDXの普及による日
本中で子育てしやすい
社会の実現

薬局DXの普及による薬
剤師の対人業務拡大

フェムテックの普及による
すべての女性が活躍でき
る社会の実現

独自の空気圧制御技術
による手術支援ロボットを
はじめ、臨床現場のニーズを
捉えた製品開発

医療用三次元画像処理
による医療支援、教育支
援

デジタルチャネルを通じた
商品・サービスの展開

▲  

2023年3月期の主な取組み

▲  

2023年3月期の主な取組み

自社企画品などの
導入・開発

Dermoscent
フランス LDCA社

動物用医薬品、
食品加工原材料等の
製造販売業に向け
M&Aを視野に入れ

参入

同業卸とのM&Aも
視野に強化・拡大

ECサイトなどにおける
マーケティング戦略

の実行

動物用医薬品の
安全性と有効性を
調査する、 

製薬企業のPMS
（使用成績調査）
支援業務を開始

新製品開発 メーカー 卸 販売 PMS

欧州
中国

出資／人員派遣
北京華鴻 出資比率20%
天星普信 出資比率20%

物流
機能

出資／人員派遣
JCR USA
出資比率35%

メーカー
機能

人員派遣
ノーベルファーマ
アメリカ

メーカー
機能

米国

ブラジル

現地法人
PALTAC Vietnam
Company Limited

貿易
機能

事業パートナー
物流
機能

国薬HD 包括的業務提携
復星集団 国薬HD親会社

メーカー
機能

ASEAN

成長戦略
1  海外への進出

3  デジタルを活用したビジネス基盤の強化

2  予防・未病、アグロ・フーズ領域の事業拡大
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（株）メディスケット
Ｈ.Ｕ.グループホールディングス（株）と合弁会社を
設立し、診断から治療まで、環境対応型の新し
い物流モデルを構築します。

トレーサビリティと温度帯物流
製薬企業から患者さんまで、医薬品の温度や振
動などの品質情報を一元管理するトレーサビリ
ティの完全化をめざします。

医薬品：新たな流通最適化モデル構築
お得意様とともにサプライチェーンのムダをなく
し、温室効果ガス排出量削減や生産性向上、働
き方改革を進めます。

化粧品・日用品、一般用医薬品
サプライチェーンの連携・協働を深化させるとと
もに、流通のさらなる最適化・効率化や持続的
社会に向けた環境負荷の軽減に貢献します。

地域のヘルスケア課題を解決することで社会価値を創造します。

● 増患
● 疾患啓発 
● 診断率向上
● 推薦講師  など

● 医療連携
● 増患
● 疾患啓発
● 働き方改革  など

企業 メディパルグループ

製薬企業

商材企業

顧客

基幹病院

医師会

自治体

診療所

薬剤師会

調剤薬局

企画提案 課題抽出

● 商材 ● AR•MS機能
● （株）エムティーアイ
● （株）Doctorbook
●  メディカル・データ・ビジョン （株）
● SIB※

社会価値 創造

価値共創（対価） 価値共創（対価）

〈調査・分析〉
●
 医療圏情報
●
 医療機関情報
●
 医療連携情報
●
 メーカー情報

地域医療
コーディネーター 課題解決

（株）メディスケットが構築する「医療と健康、美」を支える
国内最大のヘルスケア物流プラットフォーム

22年４月、H.U.グループホールディングス（株）と、医療・ヘルスケア領域における物流合弁会社「（株）メディスケット」を
設立しました。ＧＤＰガイドラインに準拠した高品質な物流機能をプラットフォーム化することによって、医薬品・検査資材
等の供給と臨床・治験・研究等の検体集荷の最適化実現に加え、さまざまなヘルスケア関連企業との協業に向けた参画
促進を行っています。

良質な後発医薬品が安定供給される体制を構築
日医工（株）の再生支援（匿名組合出資を実施）

（株）ジェイ・ウィル・パートナーズ（以下、ＪＷＰという）による日医工（株）の再生支援に協力することが、安全・安心な後
発医薬品を安定的に供給する医薬品生産流通モデルの実現および当社の持続的な企業価値の向上につながると判断
し、2023年３月、ＪＷＰが管理・運営する合同会社ジェイ・エス・ディーに対してＪＷＰファンド（ＪＷＰが管理・運営する
ファンドのこと）と共同で匿名組合への出資を行いました。当社と日医工（株）の両社で、分科会を設置。物流や流通体制の
最適化を図っています。

長崎、佐賀の流通インフラを強化し、基盤事業を強固に
東七（株）の全株式を取得

2023年4月に、東七（株）の全株式を取得し完全子会社としました。同社は長崎県と佐賀県で110年を超えて事業活動
を展開しており、お得意様との密接な信頼関係を築き上げている企業です。当社グループに加わることによって、事業基盤
がより強固なものとなります。また、離島に住む方々に、ドローンを使って効率的に医薬品を配送する取組みも強化していき
ます。

専門領域に特化した営業活動を展開
地域医療コーディネーターとして、地域の顧客である医療機関、自治体、学校等が抱えるヘルスケア課題を抽出し、その

解決策を提案することで新たな価値共創をめざしています。

▲  

2023年3月期の主な取組み

▲  

2023年3月期の主な取組み

 詳細はP.15

 詳細はP.21

 詳細はP.14

 詳細はP.16

※SIB：ソーシャル・インパクト・ボンド
行政から民間へ委託する際の手法の一つ。 事業の成果を評価して可視化し、それに評価結果と支払いを紐づけた、成果連動型民間委託契約の一つ。

成長戦略

RD-MR
希少疾病領域に特化して活動するARを、RD-MR（Rare 
Disease MR）として任命し、主に病院市場において希少疾
病用医薬品の情報提供・収集活動を行っています。

ウィメンズコーディネーター
2022年４月、女性特有の疾病（月経困難症・子宮頸がん
等）に関する予防・診断・治療等の情報を総合的に医
療従事者へ提供することを目的に「ウィメンズコーディネー
ター」を設置し、女性の健康を側面から支援する取組み
を開始しています。

4  持続可能な流通の構築 5  地域医療における価値共創
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当社グループの未来を担う人材像を「未来志向型人材」と定義しました。成長戦略の遂行には、
「人材」が最も重要だと考えています。メディパルの人材は「誠実」「倫理観」「使命感」を共通の価値
観として意思決定の基準とし、大切にしています。また、成長戦略の遂行に必要な人材像として、
「経営理念を伝える」「豊かな創造性」「本質を見極める」「周囲を巻き込む」「コミュニケーション」
「分析・課題抽出・解決」の6つの要件を定義しました。これらを有する「未来志向型人材」の育成
を積極的に推進し、「創造性豊かな企業文化醸成」および「多様な人材活躍」を促す施策を実践し
ていきます。なお、人材投資として、2027メディパル中期ビジョンの5年間で100億円を計画してい
ます。

■ 事業戦略の基盤となる財務戦略について
成長投資は、成長戦略に基づき、2027メディパル中期ビジョンの5年間で1,000億円を計画して

います。2027年3月期には経常利益1,000億円をめざします。また、設備投資は1,000億円、政策
投資株式の保有残高を純資産の10%以下、かつ、500億円以下まで削減する方針です。また、株
主総還元性向※2は5年間累計で、本中期ビジョンに掲げた成長投資に伴い発生するのれん償却
費・無形資産償却費控除前の利益に対して40%の実現を図っていきます。成長戦略と資産効率
を踏まえた財務戦略の遂行により、ROEは9％とする計画です。

■ 営業キャッシュ・フローと
 資金使途
収益性を高めることにより生み出

す営業キャッシュ・フローを原資とし
て、成長投資、設備投資そして株主
還元を行います。5年間で成長投資
は1,000億円、設備投資は1,000億
円、株主総還元性向※2は5年間累
計で、本中期ビジョンに掲げた成長
投資に伴い発生するのれん償却費・
無形資産償却費控除前の利益に対
して40%の実現を図っていきます。

ROE
9％

経常利益
1,000億円

営業キャッシュ・フロー

成長投資
1,000億円

成長投資  　 1,000億円

設備投資   　1,000億円

株主総還元性向※240％
を目安に安定配当

設備投資
1,000億円

政策投資株式保有残高
純資産の10%以下、かつ、

500億円以下まで削減

株主総還元性向※2
40％

資産売却

純利益率
約1.5％

資金源泉 資金活用

当期純利益
自己資本

当期純利益
売上高

総資産回転率
約2.0

売上高
総資産

財務レバレッジ
約3.3※1

総資産
自己資本

※1 自己資本比率30％以上

※2 2023年5月12日に取締役会にて決議した「資本政策に関する基本方針」に基づき、
 内容を更新しています。

× ×

海外への進出

予防・未病、アグロ・フーズ領域の事業拡大

デジタルを活用したビジネス基盤の強化

持続可能な流通の構築

地域医療における価値共創

「医療と健康、美」の事業フィールドにおける
新たな社会・顧客価値の提供

分析・課題抽出・解決
（組織課題への取組み）

経営理念を伝える
（ビジョンを持って伝える）

誠実
倫理観
使命感

メディパルグループの
未来志向型人材

成長戦略の遂行と
成果獲得

未来志向型人材の育成

コミュニケーション
（高い対話力）

本質を見極める
（自分への問い）

豊かな創造性
（新たな価値創造）

周囲を巻き込む
（チームワークと
ネットワーク）

創造性豊かな企業文化醸成 多様な人材活躍

＜人材投資＞ 中期ビジョン5年間で100億円

2022年10月に当社に人材戦略部を新設しました。「未来志向型人材の育成」をめざし、具体的
な施策を検討しています。最終的には、ISO30414の取得もめざしていきます。　　　    詳細はP.38

「資本収益性の向上」と「資本コストの低減」を両輪とした事業・財務活動を通じて、企業として
の持続的成長と企業価値最大化に努めることを資本政策の基本方針とすることを決定し、2023年
５月12日、「資本政策に関する基本方針について」を発表しました。資本コストを上回る利益を創
出するために、当該コストを定期的に把握・検証するとともに、財務健全性を確保しつつ、当社に
とって最適な資本構成を追求していきます。また、上記の方針に基づき、政策投資株式と利益配分
に関する基本方針についても見直しを行いました。　　　　　　　　　　　　　　  詳細はP.24

▲  

2023年3月期の主な取組み

▲  

2023年3月期の主な取組み

人材戦略 財務戦略
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　メディパルグループでは、「医療と健康、美」の流通を支える
という事業活動そのものが持続可能な社会の実現に貢献する
と捉え、さまざまなサステナビリティ推進活動に取り組んでいま
す。経営理念に基づき、持続可能な社会の実現と企業価値の
向上にグループ一丸となって取り組むため、2022年10月に「サ
ステナビリティ方針」「重要課題（マテリアリティ）」「中長期目
標」を公表し、現在はいよいよ実行段階へと移っています。マテ
リアリティについては、中長期目標も含めたすべての項目に目標
（KPI）を設定し、進捗状況を定期的にCSR委員会で報告する
とともに、グループ各社と連携して進めています。
　当社グループの中期ビジョンの要諦は、成長戦略とその基盤
となる人材戦略および財務戦略です。中でも、人材戦略につい
ては専門組織を立ち上げており、今後は事業ポートフォリオの
シフトと人材戦略をどう連動させていくかが大変重要であると
捉えています。

　ダイバーシティ＆インクルージョンの推進については、2030年
度に管理職に占める女性割合20％以上という目標を掲げてい
ます。今はまだ8％弱という状況であり、この目標を実現するに
は、思い切った取組みが必要です。まずは、経営層の意識改革
が最重要であると考え、当社グループの取締役を含む経営幹
部約100人を対象に、女性活躍推進をメインとしたダイバーシ
ティ＆インクルージョンに関するエグゼクティブセミナーを開催
しました。そこで得た知見をそれぞれの会社へ持ち帰り、組織
的に啓発していく機会をつくりました。また、社外取締役・社
外監査役３名を含む5名のパネリストによる当社グループの女
性活躍をテーマとしたパネルディスカッションを社内で開催し、
従業員一人ひとりの理解度を深めるなど積極的な活動を行っ
ています。当社グループにとってもダイバーシティ＆インクルー
ジョンの推進は、創造性豊かな企業文化を醸成するまたとない

サステナビリティ推進活動の進捗

ダイバーシティ＆インクルージョンの推進

サステナビリティ担当取締役メッセージ

株式会社メディパルホールディングス
常務取締役管理本部長 兼 CSR委員会委員長

左近 祐史

好機と考えています。「啐啄（そったく）」という言葉にあるように、
学ぼうとする者と教え導く者の息を合わせ、一人ひとりのかがや
く個性を活かせる企業に育てていきます。

　当社グループは流通を担う企業として、温室効果ガス排出量
の削減に注力しています。主な活動は、お得意様と協働して新
たな医薬品流通最適化モデルの構築や電気自動車の導入、環
境配慮型電力への切り替えなどを実施しています。2030年度ま
でに2020年度比で50％削減、さらには2050年度までにカー
ボンニュートラルの実現を掲げ、太陽光パネルの設置や電気自
動車の充電設備を充実させるなど、迅速に対応します。

　健全で透明性の高い企業経営を行うためには、グループ全
社一律ではなく、会社の規模や事業内容に即して、各社にお
いてガバナンス体制の構築に努めています。また、事業ポート
フォリオのシフトに合わせてガバナンスについても深化させてい
くため、取締役会でさまざまな議論を重ねています。より実効
性の高い体制をめざして引き続き検討を進めていきます。

　ここ数年間のサステナビリティ経営を推進する取組みは、形
式的なものから実質的な内容へ移行し、当社グループにとって
大変意義あるものになりつつあると捉えています。さらなる推進
を図るためには、従業員一人ひとりが社会課題に当社グループ
としてどのように貢献できるのかを真剣に考え、課題解決に向
けて当事者意識を持って主体的に行動することが重要だと考え
ています。

脱炭素への取組み

ガバナンスの取組み

だれもが今日より元気でかがやける未来のために
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　メディパルグループは、経営理念のもと、事業活動を行って
います。環境問題などへの社会的な関心が高まる中、持続可能
な社会の実現と企業価値の向上に関する方針を「サステナビリ
ティ方針」として明文化しました。

サステナビリティ方針

　当社グループでは、従業員一人ひとりがサステナビリティ経営の重要性と6つの重要課題（マテリアリティ）を正しく理解し、主体的
に取り組むことが重要であると考えています。研修やグループ内広報誌の発行、パネルディスカッションなどを活用して従業員へ情報
提供を行い、理解促進につなげています。

2023年3月期の主な研修 対象者 実施時期
サステナビリティ・CSR研修 全社員 2022年7月、2023年1月
エグゼクティブセミナー（ダイバーシティ＆インクルージョンについて） 経営層 2022年11月
ダイバーシティ＆インクルージョン研修 全社員 2022年11月
男性管理職向けダイバーシティ＆インクルージョン研修 男性管理職 2023年2月
アンコンシャス・バイアス研修 リーダー・管理職以上 2023年2月
第1回 独占禁止法研修 全社員（一部の会社を除く） 2022年5月

第2回 独占禁止法研修 営業職（(株)メディセオ、 
(株)エバルス、(株)アトル） 2022年11月

社内浸透

　当社グループでは、グループ全体のサステナビリティへの対応方針や施策、中長期におけるサステナビリティ目標などの重要事項に
ついて、サステナビリティ経営を推進するCSR委員会で議論しています。審議した内容は担当取締役（CSR委員会 委員長）から取締
役会に上程し、決議しています。連結子会社は決定されたサステナビリティに関連する方針に基づき、担当部門主導のもと施策を実
行し、具体的な内容や進捗をCSR委員会に報告しています。担当取締役はその内容を定期的（年2回程度）に取締役会に報告するこ
とで、取締役会の監督が適切に図られる体制を整備しています。

サステナビリティ推進体制

サステナビリティマネジメント

未来へつなごう
「元気と、かがやき」

私たちメディパルグループは、
「流通価値の創造を通じて

人々の健康と社会の発展に貢献します。」
の経営理念のもと、

地球環境と社会の課題をさまざまな
ステークホルダーとともに解決します。
この地球で、だれもが今日より
元気でかがやける未来のために。
私たちは、持続可能な社会の実現と
企業価値向上をめざしていきます。

代表取締役社長

CSR委員会

連結子会社

監督

連携

連携

報告

指示報告

取締役会

担当取締役

各部門

2023年3月期CSR委員会
■ 開催実績：9回
■ 主な議題

• サステナビリティ方針策定
• マテリアリティの見直しとKPIの検討
• TCFD提言に基づく情報開示
• グループ全体の進捗確認
•  脱炭素、ダイバーシティ＆インクルージョンに 
おける取組みの検討
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　下図における社会・ステークホルダーの重要度が高く、かつ、
当社グループの重要度が高い課題について、内容を統合・整
理しました。優先順位や妥当性を議論したうえで、当社グルー
プのマテリアリティとして、6項目を特定しました。

マテリアリティ特定プロセス

　当社グループのマテリアリティマネジメントは、CSR委員会が
中心となり、各部門と連携のうえ推進しています。2022年10月、
「2027メディパル中期ビジョン」とともに、サステナビリティ方針
とマテリアリティを公表しました。その後、すべてのマテリアリティ
について目標（KPI）を設定し、マテリアリティの進捗状況を定
期的に確認しています。今後、社会・事業変化に合わせて、適
宜見直しを実施し、さらに、進捗状況の開示やステークホル
ダーとの対話を通じて、各取組みの強化につなげていきます。

マテリアリティマネジメント

社
会
・ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
重
要
度

メディパルグループの重要度

高

高

重要課題

STEP 1

社会課題の 
抽出

GRIガイドライン、SASB、SDGsなど長期的に取
り組むべき視点や業界動向なども踏まえ、網羅
的に85項目をリストアップしました。

STEP 2

重要性 
評価

STEP 1で抽出した社会課題の項目について、
CSR委員会委員・社外役員・管理職などにアン
ケートを実施し、「社会・ステークホルダーの重
要度」と「メディパルグループの重要度」の2軸
で評価し、優先順位づけを行いました。

STEP 3

マテリアリティ案を
作成

STEP 2で評価した内容や社外役員からの意見
をもとに、CSR委員会で課題の優先順位や妥当
性を議論し、マテリアリティ案を作成しました。

STEP 4

経営層での 
議論と決定

CSR委員会で作成した案をもとに、経営層によ
る審議のうえ、取締役会の決議を経て、マテリア
リティを特定しました。

マテリアリティの
特定（見直し）

目標設定
（KPI）

推進・活動評価・分析

新規課題
抽出

　当社グループの経営理念に基づく事業活動やSDGsをはじめ
とした社会課題との関連性を整理し、その解決と当社グループ
の持続的な成長を両立させるためのマテリアリティとして6項目
を特定しました。それぞれに中長期目標を設定し、グループ各
社で取組みを進めていきます。

サステナビリティの重要課題 （マテリアリティ）

持続可能な
「医療と健康、美」

の流通

重要課題
（マテリアリティ）

新たな
価値創造による
収益性の向上

未来を担う
人材の育成

ダイバーシティ＆
インクルージョン
の推進

脱炭素への
取組み

健全で透明性の
高い企業経営



MEDIPAL HOLDINGS CORPORATION  
INTEGRATED REPORT 2023

イントロダクション 価値創造の仕組み 戦略とマネジメント 事業活動を支える基盤 事業概況 データセクション 32

マテリアリティ 概要 目標・KPI 2023年3月期の実績と主な取組み事項 2024年3月期の計画と主な取組み事項 関連するSDGs

持続可能な 
「医療と健康、美」 
の流通

平時・有事を問わず、安全・
安心な流通ネットワークを
革新的な取組みで構築し、
社会的価値と経済的価値
を両立しながら成長する。

物流融合による生産性向上
と新たな物流ビジネスを創
造し
2027年3月期経常利益 
+15億円

• （株）メディスケットの業務開始
•  日医工（株）の再生支援
• （株）ＰＡＬＴＡＣにおける新たな流通網の構築

•  東七（株）グループイン
•  医薬品卸売事業、受託臨床検査事業における物流業
務の一体化

•  シェアリングロジスティクス基盤モデルの構築と展開
•  メーカー物流の受託を拡充
•（株）ＰＡＬＴＡＣにおける新たな流通網の構築

新たな価値創造に 
よる収益性の向上

先取りの精神をもってさま
ざまなヒト・モノ・コトを
つなぎ、パートナーとの協
働で世の中に新たな価値
を生み出す。

成長戦略を推進し
2027年3月期経常利益
+215億円

•  JCRファーマ（株）からウルトラオーファン領域の医薬品
を導入し、グローバル展開に向けた研究開発を開始

•  MP五協フード＆ケミカル（株）グループイン
•  デジタルプラットフォームの推進
•  RD-MR、ウィメンズコーディネーターによる活動推進

•   JCRファーマ（株）から導入した医薬品について研究開発
の推進

•  MP五協フード＆ケミカル（株）の北米・ASEAN・欧州
における販売拡大

•  MPアグロ（株）における動物用医薬品開発業務の始動
•  未病・予防領域における新規商材の導入、販売
•  新規・既存デジタル商材の販売拡大
•  医療機関・自治体・学校における価値共創の成功事
例集積

未来を担う人材の 
育成

「ありたい姿」の実現に向
けて主体的に行動し、メ
ディパルが描く未来志向型
人材を育成する。

未来志向型人材の
育成体系構築

•  人材戦略ロードマップ策定および各社への説明会の 
実施

•  タレントマネジメントシステムの導入
•  各社での管理職対象リーダーシップ＆マネジメント力強
化研修の実施

•  DXリテラシー向上のための仕組み構築

•  教育研修体系化
•  グループタレントマネジメントの仕組み構築・運用開始
•  未来志向型人材要件を組み入れたグループ共通の行
動評価設計と運用開始（管理職への評価者トレーニン
グを含む）

ダイバーシティ＆ 
インクルージョンの 
推進

多様な価値観を持った人
材が互いに認め合い、だれ
もが明るく、楽しく、前向き
に取り組める創造性豊かな
企業文化を醸成する。

女性活躍推進
•  2030年度 
管理職に占める女性割合
20％以上

•  管理職に占める女性割合7.9％
•  女性活躍をテーマとしたパネルディスカッションの実施
•  女性社員キャリア意識調査の実施
•  ダイバーシティ&インクルージョン研修（基礎編）の実施
•  次世代女性リーダー育成研修の実施

•  管理職に占める女性割合9.0%
•  男性社員の育児休業取得の推進
•  女性活躍をテーマとしたパネルディスカッションの実施
•  女性社員キャリア意識調査の実施
•  ダイバーシティ＆インクルージョン研修（基礎編・実践
編）の実施

脱炭素への取組み ステークホルダーとともに
温室効果ガス排出量削減
と環境負荷低減に取り組む
ことで、地球環境へ配慮し
た事業を進める。

温室効果ガス排出量削減 
目標（Scope1＋Scope2）

•  2030年度 50％削減
  （2020年度比）
•  2050年度 
カーボンニュートラル

•  温室効果ガス排出量74,991t-CO2 

（2020年度比9.1%減）
•  電気自動車の新規導入55台
•  環境配慮型電力への切り替え25施設
•  TCFD提言に基づく情報開示
•  流通最適化モデルの構築

•  温室効果ガス排出量14%削減（2020年度比）
•  電気自動車の新規導入50台
•  太陽光パネルの設置3施設
•  環境配慮型電力への切り替え8施設
•  Scope3の開示
•  CDP質問書への回答
•  流通最適化モデルの構築

健全で透明性の高い 
企業経営

コンプライアンス・薬事管
理・情報セキュリティの徹
底とガバナンスの充実をは
かり、高い倫理観に根差し
た企業経営を行う。

•  コンプライアンスに関する
研修の拡充

•  グループ会社に対応した
ガバナンス体制の構築

•  現状実施するコンプライアンス体制の実行・推進
•  コンプライアンス研修の実施
•  経営層向けハラスメント研修の実施
•  新たにグループインした会社へガバナンス体制構築推進
の支援

•  新たにグループインした会社へガバナンス体制構築推進
の支援

•  リスクを把握、分析できる体制の構築
•  コンプライアンス研修の実施

サステナビリティ重要課題（マテリアリティ）進捗状況




